
製品のブランド化に注力していた頃、辨
造は自動化の時代が来ると予想していました。従業員たち
がその意思を継ぎ、それまでバルブの設計や技術開発に従
事していた技術者たちがボタンでバルブを開閉できる弁遠
隔操作システムの開発に乗り出しました。

1970年には、タンカーの大型化に対応するため、カーゴ
ライン、バラストラインのバタフライ弁遠隔操作装置を開
発し、バルブとシステムを総合的に供給できるメーカーと
して業績を伸ばしました。さらに1991年には、コンピュー
タ制御の遠隔操作装置を開発しヒット製品となりました。
ブランド化にとどまらず、総合流体制御システムメー
カーへと幅を広げることで、まさしく社是であるフロン
ティア・スピリット、「進取発展」を体現し、成功を掴みま
した。

1945年 ▶

民需転換、ゼロからの出発

一難去ってまた一難…

本社所在地：大阪府大東市深野南町 1-1

従 業 員 数：358名　 資 本 金：11億 5千万円

事 業 内 容：自動調節弁、バタフライ弁、遠隔操作装置の製造・販売

　株式会社 中北製作所

年に刷新され、データ分析による納期管理や個別受注生産
に柔軟に対応できる「見える生産管理システム」として新
しく稼働しました。

1979年、米国機械学会（ASME）から
「ASME V and UVスタンプ（安全弁及び安全逃し弁のス
タンプ）」の使用を認定され、品質管理システムに対する
考え方を確立しました。

1985年には複雑な受注生産管理を一括コントロールす
るため、大型電算機による生産管理システム「NAPS
（NAKAKITA Production Control System）」を、1988年
には設計の効率化のため、設計 OAシステム「NADAS
（NAKAKITA Design Assist System）」をそれぞれ導入し
ました。
その後、さらなる生産効率化を目指し、NAPSは 2008

品質管理への挑戦

1979年 ▶

2000 年代には中国をはじめとする新興
国の経済発展により、海上荷動量が大幅に増加。造船ラッ
シュによって船舶向け製品の受注が急増しました。また、
発電所の建設も増え、すでに多くの陸上製品を取り扱って
いた中北製作所は、2003 年、EU 圏への製品輸出に対応
するため、認証機関 LRQA 社により「CE マーキング
PED（圧力機器指令）」の認証を受け、中北ブランドは全
世界に拡大していきました。

2005 年には他社と共同でガスタービン用燃料制御弁の
高応答アクチュエーターを開発し、陸上プラントでの製品
の高度化に成功しました。翌年以降、LNG 船・カーゴラ
イン用の超低温バタフライ弁を共同開発するなど、さまざ
まな製品開発にも取り組みました。

2018 年には従来の「技術開発室」を発展させ「研究開
発室」とし、新製品の開発や新規事業につながる要素研究
をスタートしました。幅広い研究により、未来のビジネス
チャンスの創出に日々挑戦しています。
中北製作所の社是「進取発展」の精神は、新たなイノベー
ションとして、脈々と受け継がれていきます。

全世界に拡大した中北ブランド

2003年▶

遠隔操作装置
中北製作所の製品たち

株式会社 一宮電機　代表取締役社長

● 今月のご紹介者

『石橋を叩けば渡れない』

［概要］
西堀栄三郎氏は、日本が初めて計画した第１次南極越冬隊

の隊長でした。本書はその時の探検の経験を中心に、「創造性
の開発」をテーマにした西堀氏の講演の記録です。 未知の南
極探検に挑戦した体験や、新しい取り組みに対する心構え、
部下の能力を伸ばす方法などを説いています。また、毎日を
創造的に生きるためのコツを挙げ、組織の中で創造性を開発
するために不可欠なチームワークについても語っています。

創造とは新しいことに挑戦すること。“石橋を叩けば渡れな
い” というのは、科学者として、また探険家としての氏の人生
観に根ざした言葉であることがわかります。 1972 年に発行され
て以来今日まで、多くの人に読み継がれている名書です。 これ
は西堀流創造的生き方のお話しです。

　本書を父の勧めではじめて手にしたのは20年
近く前です。当時社内で幹部研修用の教材として
使っていたことを憶えています。昨年5月のステ
イホーム期間中に、過去に読んだ本の中から、こ
れはと思う本を読み直そうと思い立ち、その時に
手にしたのが本書でした。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　私は、４年前に事業承継し、父からバトンを受
けました。創業者と違い、後継者というのは「石
橋を叩いて渡る」傾向があります。やるかやらな
いかの判断をする時に、自信のなさから、ついつ
い必要以上の調査を求めてしまうことがありま
す。しかし、完全にリスクを防止できる調査など
できるはずがありません。新しいことには、リス

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2

クがつきものなのです。本書は、ポストコロナを
見据え、新しいことにチャレンジしていく際に、
勇気や自信を持つことの大切さを教えてくれる名
著だと思います。

　本書の舞台は、1957年、第1次南極越冬隊で、60
年以上も前の物語ではありますが、年齢を問わず、
多くの人の心に響く内容だと思います。特に私と
同じような事業承継者には読んでもらいたいです。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3

氏

本 社
資 本 金
従業員数
事業内容 

：
：
：
：

兵庫県宍粟市一宮町閏賀 358
7,842.6 万円
307 名
モータの製造
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株式会社 一宮電機

秋田　博史 

第 47 回

4

February 2022 ● 商工振興


